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8．　 洗浄法によるダニ 駆除率の調査

　布に 付着 した ダニ 類を洗浄法で 減少 さ せ う る か

を，寝具 用 シーツ に ケナ ガ コ ナ ダニ を繁殖 させ る

方法と ， 使用 中の シ
ー

ツ を用い る方法で調べ た 。

8−1　材料お よ び方法

　 シー
ツ 4 枚 （No．1 〜 4 ）の 塵 を電気掃除機で十

分除去後，温度23〜26℃，湿度75〜85％ R ，H ．に 保 っ

た 暗室に 7 日間 置 き、吸 湿 させ た。そ の後，ケナ

ガ コ ナ ダニ を培地 ごと 6g ず つ ，シーツ 4枚 に 均
一

に 拡 げ，各 シーツ を折 っ て
，
40cm × 60cmの 和紙袋

に 入 れ ， 開口部を封 じ，上記暗室に 2 週間置 い て
，

シー
ツ 内部に ダニ を繁殖 させ た 。

　 2 週間後，各 シーツ を縦 に 2 等分 し ，

…方 を未

処理 区 と し， 電気掃除機 で シ
ー

ツ両面か ら 4 回ず

つ 合計 8 回，ケナ ガ コ ナ ダ ニ を和紙袋に集め た。

各調査 ごと に，シーツ を置 い た実験台や電 気掃除

機の ノズル とパ イプを水洗浄 し乾燥さ せ た 。

一方，

処理 区 No．1 で は
，

一昼夜 シーツ を洗剤 に 浸 した後 ，

家庭用 2槽型洗濯機で洗 い
， 日光乾燥 させ て か ら

軽 くア イロ ン をか け た 。 処理区 No．2 で は
， 家庭用

全自動洗濯機30分工 程で 洗 っ た後，室内で 乾燥 さ

せ た 。 処理区 No．3 と No．4 で は営業用洗浄処理 を

した。す な わち，MOX −15型全 自動洗濯機で 洗浄

後糊付 し，プ レ ス 処理 を した。こ れ ら処理区の 各

シ
ー

ツ も未処理区と同様に
， 処理工程終了後にシー

ツ の 表裏両面か ら 4 回ず つ 電気掃除機 をか け ， 和

紙袋内に ダニ を集め た 。 未処理区と同様 に
， 実験

台や掃除機の パ イプは各調査後洗浄 した。

　使用中の シー
ツ は ， 縦に 3等分 し た。1／3は未処

理 区 と して ，前述 の 未処理区 と 同様 に，シ
ー

ツ の

ダニ を電気掃除機で集 め，1／3は処理 区 No、6 と し

て ， 家庭用 の 2 槽型洗濯機で洗浄後に 日光乾燥 し，

1／3は 処理 区 No．7 と して，前述 の Nos．3
，

4 と 同

様に営業用 の洗濯をした 。 処理工程終了後 ， 各 シー

ツ の 表裏か ら 4 回 ずつ
， 掃除機 で ダニ を集め た 。

各調査 ごと に，実験台 もパ イプも洗浄 し乾燥 して

用 い た。

　和紙袋中の ダ ニ 類は，筆で ll ビーカー内に 入 れ，

約SOOml の 水を注ぎ攪拌 し た後 ， 少量ず つ 吸引濾過

し分離 し た 。 濾紙上 の ダ ニ 類 は実体顕微鏡下で 同

表42　 シ
ー

ツ に 繁殖 させ た ケ ナ ガ コ ナ ダニ の 洗浄処理 効果
1

　 　 　 　 1 2 3 4　　　　　　 調査 シ
ー

ッ

　　　　　 未処理
・

　　　　　　　　 処理 区

ダニ ・処理 効果

未処理 家庭 で

洗浄 ＊

未処理 家庭で

洗 浄 ＊ ＊

未処理 営業用

洗浄桝

未処理 営業用

洗浄＊＊＊

ダ　　ニ 　　数 22074 107 20994 55 16935 12 14313 5

洗浄処 理 効果 （％ ）＊ 榊
一一 99．5 一ヒ 99．7 99，9 一 99．9

注 ） ＊ 洗 浄 工 程 は，1 昼 夜洗剤 に 浸す → 二 槽型 洗濯機で 洗浄 → 日光乾燥→ア イ ロ ン が け。

　 ＊ ＊ 洗 浄 工 程 は，全 自動洗濯機 30分工 程 で 洗浄 → 室内 で 乾燥 。

　 ＊＊＊ MOX −15型 全自動洗濯機 で 洗浄→糊付 → プ レ ス 処理 。

・… 洗浄処理効果一… 一
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処
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表43　使用中の シ
ー

ツ の ダニ 類洗浄処理効果

5 6 7
　　　 調査 シ

ー
ツ

　 　 　 　 未 処 理

　　　　　・処理 区

ダニ
・処 理 効果

未処 理 ＊ 家庭 で

洗浄＊＊

営業用

洗浄 綿 ＊

ホ コ リダニ 科

ツ メ ダニ 科

コ ナ ダニ 科

チ リ ダニ 科

イエ サ サ ラ ダニ 科

12

　 ユ

　 5172

　 1

OQO50 00040

ダニ 数合計 191 5 4

洗浄処理効果（％ ｝・ 辮 97．4 97．9

注）＊ 10日間使用 した シー
ツ の 3 等分 の 1 。

　 ＊＊ 家庭用 二 槽型洗濯機 で 洗浄 → 日 光乾燥 。

　＊ ＊ ＊ ，＊ ＊ ＊ ＊ 表42と同 じ。

定し計数した。

8−2 結果

　ケ ナガ コ ナ ダニ を繁殖 させ た シ
ー

ツ の 未処理 区

お よび処理後の ダ ニ 数を表42に示 す。駆除効果を

100− （処理区の ダ ニ 数／未処理区の ダニ 数× 100）

と し て，各 シ
ー

ツ ご と に 調 べ る と ，
い つ れ の処理

区で も99％以一．ヒの 値とな っ た 。

　使用中の シ ーツ で は，未処理 区 で ，チ リダ ニ 科

172匹 ， ホ コ リダニ 科 12匹 ， ツ メ ダニ 科 1 匹 ，
コ ナ

ダニ 科 5 匹，イエ ササ ラダニ 科 1 匹の 合計191匹の

ダニ 類が検出 され た （表43）。処理 区で は チ リダニ

科の み検出 さ れ た 。 駆除率 は両処理区で 97〜98％

の 間で あ っ た
。

9． 除湿機利用によ るダニ 類駆除試験

　「生態学研究」 の項 （ll　−B ）の 温湿度調査か ら，

一年中室内を30− 60％ R．H．に保 っ た ビル の ダニ 数

は，一般家屋 に比べ 著 しく少なか っ た 。 室 内を55％

R ，H ，以下 に 保ち続け る と
， ダニ 数が減少す る こ と

か ら，除湿機 を用い た駆除法 を試 み た。

9−1

　実験 は調査期間中密閉状態 に保 っ た留守家屋 1

戸と，家族 の 1 人 は常 に在宅 して い る 5 戸で 行 っ

た。

　 密閉家屋で の 調査 ：建築後15年目の 集合住宅で，

1985年 10月 に 2 週間調査 し た 。 新 しい 畳 に 交換直

後 の 6 畳と4，5畳 の 和室 2 室と PVC タイル 敷きの

台所 （約 6 畳 ）の
， 中央と隅を 1   ずつ 電気掃除

機で和紙袋に 各 3 分間集塵 した 。
こ れ らを処 理前

調査 と した。処 理 前の 調査 後各室 に 1 台ずつ 除湿

機 （6畳用 ， 松下電気 CD −451B 型 ）を設置 し，運

転を開始 した。

　除湿機に 溜る 水は毎 日取 り除 き，ま た，日常生

活の 中で の 実験の ため， 2 〜 3 日 に 1 回は清掃を

し た 。 和室は電気掃除機 をか け ，PVC タイル は掃

除機を か け た後 に軽 く水ぶ きを した 。 処理前調査

の 採塵か ら 1 週間 目と
，

2週 間目 に
， 処理前調査

と同様 に
， 各室の 中央 と隅か ら集塵 し た （処理後

調査）。

　各塵の 1／3重量 を用 い て （2／3重量 は真菌と塵成

分 の ため除外する）， 飽和食塩水懸濁遠心法で ダニ

類を分離 し，ダ ニ 数を lmZあた り に換算 し，処 理前，

1 週 間目 ，
2週 間目 で 比 べ た。ま た

， 各室の 温湿

度を処理開始 2 日前か ら自動記録 した 。

　常時在宅者 の い る家屋 内で の 調査 ：在宅者が い

る 5戸 （Nos．1 − 5 ）で
， 除湿機の 効果を調 べ た 。

5 戸の うちの 3戸は集合住宅 （Nos．1 ，3，4 ）で ，

2 戸 は一戸建住宅で あ っ た 。 調査 は 1987年 8 月 か

ら10月 まで の 2 カ月間行 っ た 。

　同
一

家屋の ，同 じ広 さ （6畳室）で，同 じ床材

の 2 室を選 び
，

一方 に は 除湿機 を設置 し， 他方に

は除湿機を置か ず コ ン トロ ール と し た。床材は 4

戸 （Nos．1 〜 4 ）は 畳 で
，

1 戸は 絨毯で あ っ た。

除湿機 を設置 した 5室の う ち 4 室で は
， 各室 との

仕切 りが壁 と木製 ドア で
， 戸外 と は ガ ラ ス 窓 で 仕

切 られ て い た 。 1戸の み （No．3 ）で ，他室 との 仕

切 りが壁と 2 枚の襖で あっ た。

　塵は ，除湿機設置室 と コ ン トロ ール 室 の 中央 1  

か ら，
3分 間か けて 電気掃除機 で和紙袋 に集め，

処理前調査と し た 。 処理前調査用 の 試料採集後，

除湿機を運転 した
。 除湿機は 1 日少な く と も10時

間運転す る こ と，運転中は部屋 を で きるだ け閉め

切 る こ と
， 除湿機設置 室に洗濯物 を干さ な い こ と

などを依頼 し，掃除頻度は日常生活の 通 りと した。

1 カ月後 ， 処理前調査と同様に集塵 し （1 カ月目），

2 カ月後 も同様に集めた （2 カ月 口）。床 1   中の

塵 は全量 を試料と し， 飽和食塩水懸濁遠心法で ダ

ニ 類を分離 し た。ま た ，各家屋 に 温湿度計 を配布 し，
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除湿機設置室の温湿度を記録 して もら っ た 。

9−2 結果

　密閉 家屋 の 6 畳和室 の温湿度は ，除湿機 を運転

し始め て か ら 2週 間，23〜27℃ ，
35 − 40％ R ．H ．に

保 たれ ，
．4．5畳和室で は，21〜25℃，37〜45％ R ，H ．

に保た れ
，
PVC タイル 台所で は ， 温度21〜26℃ ，

湿度34〜47％ R ，H ．に 保たれ て い た （図39）。

　密閉家屋の ダ ニ 科別で は，チ リダニ 科 ダニ 数が

処理以前に 比べ 各室で 2 週 間目には減少 して い た

が
，

1週 間目 は畳室で 多少増加 して い た （表44）。

ツメ ダニ 科 ダニ 数 は． 1週 間目か ら変わ らな い か

減少 して お り，
2週間 目に は各室と もゼ ロ と な っ

た 。
コ ナ ダニ 科 ダニ 数は

，
PVC タイ ル 台所 の 1 週

間目 を除 けば，処理前 に比べ て 減少 し た 。 ホ コ リ

ダ ニ 科 ダ ニ 数の 減少傾向は著 しく， 全 て の 部屋 で

2 週 間目に は 1／3以下 に な っ た。 1   当た り の総 ダ

ニ 数は，PVC タイル の 1週間目を除き，処理 前に

比 べ
， 1週間目 ，

2週間 目の順で減少した （表44）。
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注）矢印 は 除湿機 を運転 し始 め た 日。

　　 　　 　 図39　密閉家屋 で の 除室機設置部屋 の 温湿度変化
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　　　　　　　　　　　　　　　　 表44 密 閉家屋 に お け る 除湿機設置部屋 の lm2 当 た りの ダニ 数変化

　　　　　 調査 場所

　　　　　　処 理 区

ダ ニ

6畳室 4，5畳室 PVC タ イル 台所

処理前 1 週間目 2 週 間 目 処 理 前 1 週間目 2 週間日 処理前 1 週 間 目 2 週 間目

ホ コ リダニ 科 134 26 39 ユ04 17 ユ4 6 5 0

ツ メ ダ ニ 科 2 2 0 3 0 0 0 0 0

コ ナ ダニ 科 38 3 6 44 6 3 3 62 8

チ リ ダ ニ 科 17 51 ユ2 27 36 6 44 26 2、

イエ サ サ ラ ダ ニ 科 ユ1 5 8 15 0 0 6 2 2

そ の 他 14 2 2 29 0 2 3 5 0

ダニ 数合計 216 89 67 222 59 25 62 100 ユ2

注）数値は小数点以下 4 捨 5入 した。

温

30

度

　 　 20

（℃ ）

　 　 10

 
　　　　暫．へ 隔
丶 一一… 漣

ミ
ー

…

丶 、

　　　　　　　　　
、 『一

　ミ 　 ー・
＿ ．　　 ．＿＿一．＿

＼

　　　　　　　　　　　　　　　
S−　“’一 一一こ （ 一　　 ，へ

丶 丶
＿

・一一一

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 丶 rr
一
　　

一彈

　　　　　　Ho．Zの 家屋

　
一 一冒一 No．3の 家屋

　
一一一一■

　No．5σ）家 屋

　 　 　 60
　 湿

　 度

（zR ．H．）

　 　 　 50

0　　　　　　10　　　　　 20　　　　　　30　　　　　 40

　　　　　　　　　　経 過 日 数 （日）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ，へ 　　　　　　 く

八
、 、

へ ，

ハ
v

／ ＼

／　　 ＼
v

・　 ＼／
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 v’
！

　，ノ ＼

　　　　　x “．一一一〆
一一 一

｝
！

へ　　／＼

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
、
　　 　 　　 ’

一 一一一 No．3の家屋

N・．2の 家屋

Ho．5の 家屋

　 50　　　　　 60

　 へ
　！　　丶

／　　　、　　　 ，

　 　 　 　 　 　 ／

　　　　 丶　 ／

　 　 　 　 v

　 単 ｝1ザ

0 10　　　　　 20　　　　　 30　　　　　 40　　　　　 50

　　　　　経 過 日 数 （日 ）

図40　居住家屋 で の 除湿機設置部屋 の 温湿度変化
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表 45　居住 家屋 に お け る 除湿 機設置室 と無設置室 の 2 カ 月 聞の lMZ 当 た りの ダ ニ 数変化

1 2 3　 　　 　　 　　　 　　 調査家屋

　　　　　　　　
除湿機 の

有蟹　　　　　　　　　　　　 ’Lr、

　 　　 　　 　　　 　　 　調査月
ダニ

有 無 有 無 有 無

b12b12h12b12b ユ 2b 工 2

ホ コ リ ダニ 科

ツ メ ダニ 科

コ ナ ダニ 科

チ リダニ 科

イエ サ サ ラ ダニ 科

そ の 他

522529061412912ユ

1036606

4

ユ269538

23045191153101ユ0

　 9

　 021146

　 2

1215691020521419

ユ

29112

0101402lll2601310201030130Ql10

】

801

42533210005021

〔｝

0801

合　　　計 6738861286039278706910617302535II47710

4 合　　　計　　 　　 　　 　　　 　調査家屋

　　　　　　　　
除湿 機 の

有無

　　 　　 　　 　　　 　　調 査月

ダニ

有 無 有 無 有 無

b12h12b12b12b12b12

ホ ：コ リ ダニ 科

ツ メ ダニ 科
コ ナダニ 科

チ リダニ 科

イエ ササ ラ ダニ 科

そ の 他

105497414211438252300491118　 3

　 0

　 3200

　 6

　 5

001270430032231017

　 1338

　 0
　 2

ユ2

ユ8

　 3530

　 1
　 1

　 228

　 15

ユ8

　 0
　 0

　 812

　 2268

　 5
　 0

　 6

　 9

　 0166

　 2
　 2

　 2

　 3

　 0217

　 0
　 1

294911649121241925

　 76881930

2740

　 56932526

282718687

ユ7
ユ6

　 8
ユ3

　 1257

　 319

　 8
　 5

　 6314

　 2

　 7

合　　　計 1438Q101217324036856554929518522388 ユ 788816793301342

注）b ：処理 前，ユ ：処理 後 1 カ月目，2 ：処 理 後 2 カ 月目。

　常時在宅者の い る家屋で は，温湿度 は， 5 戸中

3戸で 記録で きた （図40）。 温度は 3 戸とも20〜33℃

の 範囲に保た れ て い た 。 湿度は ，
2 戸 （Nos．2 ，

3 ）

で 55〜60％ RH ．の 範囲に保た れ ， 1戸 （No．5 ）で

は，60〜65％ R．H．の 範囲 で あ っ た。（図 41）。

　除湿機設置 室の 2 カ 月 目の 結果で は，チ リダニ

数 も ツ メ ダニ 数 も減少 し て い な か っ た （表45）。コ

ナダニ 数は や や 減少 した 。 総 ダニ 数は 2 戸 （Nos．2 ，

4 ）が やや減少傾向を示 し た 以外 は処理前と ユ カ

月 目 ，
2 カ 月 目 に差 は み ら れ な か っ た （表45）。

　除湿 機 の 設置 し て い な い コ ン トロ ール室で は，

4 戸 （NQS，1 − 4 ＞で 処 理 前に 比 べ 1 カ月 目 ，
2

カ月 目の ダニ 数の減少が み ら れ た （表45）。

10． 考　 　 察

　生態学的研究結果か ら，素材 に よ っ て は，ダ ニ

類 は表面 よ りも内部に 多 く， 特に 畳で 顕著で あ る

こ とが わ か っ た （表 3 ， 4 ， 13， 16）。 従 っ て ， 家

屋 内 の ダニ を駆 除す る た め に は
， 素材内部ま で 駆

除効果が及ぼなけれ ばな らな い と考 え ら れた。

　加熱乾燥処理効果 を調 べ る た め ，
チ リ ダニ 科 コ

ナ ヒ ョ ウ ヒ ダニ
，

ツ メ ダ ニ 科 ク ワ ガタ ツ メ ダニ
，

Cheaicarcipsis　sp ．，コ ナ ダニ 科ケナ ガ コ ナダニ を温度

50℃ ， 湿度23〜25％ R．H ，下に置 くと ，
10〜20分 で

死亡率 100％と な っ た。（図33）。ケナガ コ ナ ダニ の

高温で の 致死 時間 に 関す る報告で は ， 47℃以上 で

は 1 ， 2 秒で瞬間的 に 死 ぬ （飯室
，
1956）と さ れ ，

ま た ，
50℃ で 7分間 （浅沼，1950）と い う報告 も

あ る 。 両論文に は実験方法が詳 し く記 さ れ て い な

い が ，
こ の 致死時間 の 違 い は実験 方 法 が 異 な る た

め と考 え ら れた。す な わ ち，著者は こ れ迄 に ケナ

ガ コ ナダ ニ を用い， こ れ をポ リエ チ レ ン 袋に入れ，
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内部を50℃ に する こ と に より ，
4 分間以内で 100％

の死亡率を得 て い る （吉川 ， 未発表〉。す なわ ち，

ダニ を入 れ た標本 ビ ン の 中の 空気が 50℃に な る の

に
，
6 分間必要で あ っ たと言える 。 同様に ，

コ ナ ヒ ョ

ウ ヒ ダニ を ビニ
ー

ル 袋に 入 れ て 50℃ に加熱す る と
，

10分 間以内に 死亡 した。なお標本 ビ ン に ダ ニ を入

れ て 加熱 した理由は
， 畳内部や絨毯内部へ の熱電

導に 必要な時間を考慮 に入 れ る た め で あ る 。

　こ の よ う に ，研究者に よ り加熱時間 が異 な る の

で ， 室内実験の み に留めず ， 実際に畳の 中に ダニ

を 埋蔵 し て 調 べ て み た
。

　市販の 最 も厚 く重 い 畳 を10枚 ， 布団乾燥車に 入

れ ， 機内温度を90〜100℃に して 90分間加熱する と，

熱源 か ら一番遠 い位置 に あ る 畳中心部 で も48℃ に

な っ た （表33）。さら に 30分加熱す ると，畳 中心部

は 最低で 54．0℃に な っ た 。 畳 中心 部 に標本 ビ ン ご

と埋蔵させ た コ ナ ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ ，ChelacarOPsis　sp ．
，

ケナガ コ ナダニ は
，

120分間の 加熱で す べ て 死亡 し

た 。
こ れ ら の 結果か ら，ダニ の 致死温度 や致死時

間 は実験方 法 に よ り か な り異な る こ と
， ま た，布

団乾燥車で 90− 100℃ に し て 120分間畳を加熱す れ

ば，内部の ダ ニ は す べ て 死亡す る こ とか ら ， 新 し

い 防除法 と して
， 布団乾燥車 に よ る加熱方法が可

能で ある こ とが わか っ た。

　 コ ン ク リ
ー

トの 表面温 度は ， 気温 太陽 の 熱エ

ネル ギー， コ ン ク リー トの 熱輻射率か ら計算で き

る。気温 30℃ で 600Kcal／m2 ／h の 熱 エ ネル ギーが あ

れ ば ，
コ ン ク リー

ト表面 の 温 度 は50℃ に な る。熱

輻射率 の 高 い コ ン ク リートは
， 気温と熱 エ ネル ギー

に よ っ て 表面温度が高 くな る（平山 ・小木曽，1974）。

本研究で 調査 した 日の 熱 エ ネル ギーが夏 と し て は

低 く， コ ン ク リー
ト表面温 度は 45〜50℃ を越 え る

こ と は少なか っ た （図34）。 しか し畳を寝か せ て コ

ン ク リー ト上に 150分間置き ， 表裏を返 して別 の 場

所 に さ ら に 135 分 間置 く と，熱 エ ネル ギー540

Kcal／  ／hの 日 で も， 畳 の 中心部は 75分間46℃ で ，

56分間47℃ で 加熱 された （図34＞。 こ の結果を室内

実験で 確か め る た め
，

Chela［urOPsis 　sp ．を標本 ビ ン

に 入 れ て46℃ と47℃ で加熱 する と，そ れ ぞれ 60分

と40分で 死亡率 100％ と な り， 熱 エ ネル ギ
ー

が 540

Kca！／  ／h で も畳 内部 の ChelaαarOPsis　sp ．
，
を致死 さ

せ る こ と は可能な こ とが わ か っ た 。ツ メ ダニ 科 ダ

二 類 の 刺咬被害が生 じ た家屋に お け る，日光 に よ

る防除方法と して 利用 で きよう。

　一方，殺虫剤に よ る ダニ 駆除試験で は高い 効果

は得られ なか っ た 。 厚み の あ る畳 内部に い る ケナ

ガ コ ナダ ニ を注入 式殺虫剤で 処理 し て も ， 無処理

の 畳 と生存虫率が変わ らなか っ た （表34，35）。注

入式殺虫剤を噴射試験法で直接 ダニ に 3秒間処理

し た場合 の 死 亡率は， コ ナ ヒ ョ ウ ヒ ダニ で 96％，

ケナガ コ ナダ ニ で 99％と さ れ て い る （厚生省報告 ，

1985）。 畳中で の殺虫剤の 拡散を調べ た と こ ろ ，注

入場所か ら直経 2cm 以内 に 濃度が高か っ た （吉川 ，

未発表）。
こ の 結果か ら，注入式殺虫剤は ダニ 直接

散布 され れば致死効果はみ られ るが ， 畳の ワ ラ に

さ え ぎ ら れ て 殺虫剤 が拡散せ ず，効果が み ら れ な

い と考え られた。

　畳に 生息す る ツ メ ダニ 科の 発生予 防法と し て
，

5 月 に 畳 の 表裏 に 殺虫剤 を散布 した り，加熱乾燥

処理 して
， そ の 結果を 3 カ 月後 （8 月〉に 調 べ たが ，

加熱処理で の ツ メ ダ ニ 数の 減少は著 し く，処理 し

た 2戸 で は皮疹 もみ られ なか っ た （表37＞。た だ し，

殺虫剤散布家屋に 見 ら れ た よ う な， 5 月に比 べ て

8 月 に ツ メ ダニ 数が減少 した もの の ，依然と して

ツ メ ダニ 総数は多 い の に ，刺咬症 が 発症 して い な

い 家屋 に つ い て は，居住者が ア レ ル ギ
ー
体質で は

な く，ツ メ ダ ニ に 刺咬され て 唾液 を注入 され て も

皮疹を発症 し な い タ イプの 体質で ある と思わ れ た 。

ツ メ ダニ 刺咬 に よ る皮疹発症 は
， ツ メ ダニ の 唾液

に対する ア レ ル ギー反応の 結果で ある こ とは，C −

7 項の とお りで ある 。

　チ リダニ 科 ダニ 類 に関 し て は加熱処理 が 適 して

い る と は思わ れ な い 。な ぜ な ら ば加熱処理 で チ リ

ダニ 類は死 ぬ が （図 33 ＞， 畳表面で の チ リダニ 数

は加熱処 理 2 戸 の う ち 1戸 で 増加 し て お り，
ま た

一般 家屋 の 畳 を加熱処理 した厚生 省報告 （1985）

で も，畳表面の チ リダニ 類は す べ て死亡 して い た

が
， チ リダニ 類が熱 の 影響で死 ぬ 前に畳表面に 出

て 死 ぬ こ と もあ る と考え ら れ ，畳表面 の チ リダ ニ

死 虫数 は加熱処 理後増 えた と報告 し て い る 。 し か

もチ リ ダ ニ 類 は死骸や 糞も ア レ ル ギー
性疾患 を起

こ す ア レ ル ゲ ン に なる と言われ て お り （Tovey　et

al．，1981；Yasueda　et　al．
，
　1986），

ま た
， 加熱処理 を

し て も死 骸 や糞 は 残 る の で ア レ ル ゲ ン 量 は 変わ ら
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な い と の 報告 もあ る （Miller　et　al．
，
1988）。さ らに

チ リダニ 科の ダニ 類 は湿 度60％ R．H ．前後で も生息

で き，人の フ ケ
・真菌な どを摂食す る こ とか ら，

畳 を加熱乾燥後，畳が吸湿 し始め る と畳表面で 再

び繁殖す る こ と が可能と思 わ れ る 。

　 こ の よ うに，加熱乾燥処理 は ダニ を殺せ ば被害

が終 る ツ メ ダニ 科 や コ ナ ダニ 科の ダニ 類の 駆除に

は適 し て い る と考え ら れ る が
， ダニ を殺 して もア

レル ゲ ン が残 るチ リダニ 科 ダニ 類に対 して は 適当

と は い え な い と思わ れ た 。

　チ リダニ 科 ダニ 類 に 有効な処理方法は，防虫紙

の床材表面施工法 ， 吸 引除去法 ， 洗浄法等で あ る

と思 わ れ る。 防虫紙の 殺虫剤塗布面に チ リダニ 科

コ ナ ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ を接触 させ る と ， 平均89．8％ の

死亡率とな っ た （表38）。 従 っ て ，防虫紙を畳な ど

の床材
．
表面 に敷 くと ，   床材 表面 に い る ダニ 類は

殺虫剤 に 接触 し て死 ぬ 他に ，  床材内部に い る チ

リダ ニ 科，ツ メ ダニ 科，コ ナ ダニ 科等 の ダニ 類 は
，

防虫紙 の 遮断 効果 に よ リ ヒ トに接す る機会が激減

し，さ ら に ，  防虫紙 の 上側に い る ダニ 類は ビ ニ ー

ル 材の 上に い るダニ 類と同様 に潜入 で き る場所が

な く，清掃の た び に掃除機で 吸引 される，など の

効果が 考え られ る。

　ま た佐藤 ら （1986）に よ る と
， 防虫紙が遮断効

果 に優れ て い ると考 え られ るの は，ツ メ ダ ニ 科の

刺咬被害が み ら れ た 家屋 4 戸 で の 調査か ら
， 防虫

紙 を畳の 上に敷 い た 日か ら刺咬被害 が ほ とん ど発

生 しな くな っ た こ と ， ま た，防虫紙を 2 カ 月 間畳

の 上 に敷 い た後 の
， 防虫紙の 下の 畳 表面か ら検出

され た ツ メ ダニ 死 虫数は敷 く前の 8 倍に もな っ た

こ と，さ ら に 防虫紙 を畳の 上側に敷 い て も畳 の含

水量は 高 くな らな か っ たと の 報告が あ る 。
こ れ か

らも防虫紙の 効果が裏づ け ら れ る 。

　防虫紙 を床材 表面 に 敷 い た 場合，ヒ トが殺虫剤

と接触す る の を避 け る た め に は
， 片面の み に 殺虫

剤 を塗布 し， 他面 に は （ヒ トが接 す る面）殺虫剤

が 浸 出し な い よ う な処理が し て あ る市販 の 防虫紙

を用 い る か ，あ る い は 本研究 の よ う に
， 両面塗 布

の 防虫紙 を用 い て 防虫紙 の Eか ら花ゴ ザをか け る

必要が ある 。 た だ し，花ゴ ザを長期間畳 の 上 に 敷

くと
， 畳 の 含水量 を増やす恐 れが あ る 。

　床材表面を電気掃除機 で 繰 り返 し吸引す る と，

床材表面 の ダニ 数が減少す る こ と が 分 か っ た が
，

（表 41
， 図 38）， ll−A （図 3）と も ， 絨毯の 報告 （菊

田，1985 ；Wasserner，1988）とも一致 し た。畳 や

絨毯表面 の ダニ 数，特に チ リダニ 数は減少 して も，

内部 の 数 は著 し く多 い （表 3， 4 ， 5 ， IL　 12）
こ と か ら，吸引をか な り繰 り返 さ な け れ ば な ら な

い よ う で あ る 。一方 ， 床板 に ダニ が認 め ら れ た原

因と して は，板間の 溝の 塵中に 潜ん で い たか ， 畳

や絨毯か ら這 い 出 して き た か，あ る い は ヒ トの 衣

類な ど か ら落ち た の か の，い ずれ か と考え ら れ，

生息数は 少な い が ， 除去効果も期待 しに くい結果

と な っ た （表41
， 図38）。

　また除去効果 は，中央 よ り も隅 に有効 と み ら れ

た 。

　薄 い 布地 に 付着 し た ダニ 類 は
， 洗浄法 で 90％以

上 除去で き る こ と が 本研 究 の 実験 で判明 した （表

42， 43）。ダニ の 附節末端 （前跚節）は 肉質盤や爪

状を呈 し て お り
， 布地繊維 に しが み つ く ような形

態を呈 して い な い 。一
方 ，厚手の 布地 や布団内部

に 入 り込んだ ダ ニ は落 ちに く く，例え ば
， 丸洗 い

を し て も内部の 綿 の ダニ 類は減 ら な い （生協科学

情報セ ン タ
ー
，ユ986）。こ れ は薄 い 布地 で は しが み

つ けな い し ， また 潜 り込め ず，水 に流 さ れ る が
，

厚手 の 布地 で は 潜 り 込め る の で 水 に 流 され ず に す

む か ら と思わ れ る。

　生 態学的研究 の 項 の ピ ル検査で
， ∵ 年中湿度 30

〜60％ R 、H ．に保 っ た ビ ル 内床材 の ダニ 類 は，著 し

く少 な い こ とが判明 したの で （表27），除湿機を用

い て 湿度 を ドげ，床材の ダニ 類 を減 らそ うと試み

た 。 密閉状態 に して ヒ トが生活せ ず，除湿機 で 室

内を34〜47％ R，H．に保 っ た場合 ， ダニ は減少した

（表44）。 家屋 内生息性 ダニ 類と して は 低 い 湿度 で

生息 で きるチ リダニ 科の コ ナ ヒ ョ ウ ヒ ダニ も，50％

R ．H ．に お く と 11凵で 死 亡す る （Arlian，　1975）こ と

か ら
，
50％ R ．H ．以下 の 環境を 2 週間保ち続けて ダ

ニ 数 を減少 さ せ た 本研 究 の 結果 は既報告ど ．一致 し

た 。 しか し ヒ トが生 活 し て い る家屋 で 1 室だけ を

閉 め切 っ て 除湿機 を10時間運 転 して も，ビ ル の よ

う に 55％ R ，H，以 下に は保 ち に く く （図40）， ダニ

数 を減少 さ せ る こ と は で きなか っ た 。 2 カ月間の

除湿機設 置期間で効果が み られ なか っ た理 由と し

て ，  除湿機設置前 の 畳 の 含水量 の 影響が 2 カ月
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間 で は 取 り除 けな い ，  ヒ トが生活 し て い る と生

活．11の 水蒸気などで除湿 機を運 転 して も湿度が あ

ま り下 が らな い こ とが あ る
，   10時間の 運転中ダ

ニ 類 は体の 水分を乾燥空気に 取 られ るが，運転 し

て い な い 14時間で ，空気中か ら水分 を吸収 し， ま

た も と の体内水分 量 を保 つ （Wharton ＆ Richards
，

1978；Yoshikawa，1979，な ど が考え られ た。

　
一方 ， 除湿 機を設置 しな か っ た コ ン トロ

ール 室

で の ダニ 数 の 減少 は  季節に よ り温度が低 くな っ

た こ と
，   部屋 を閉 め切 っ て は い なか っ た の で ，

戸外の 乾燥 し た空気が入 り込 んだ こ と の 影 響 で あ

ろ う。

　除湿 機を用 い て ダニ を有効 に 駆除す る に は ，あ

る程度密閉状態 に す るか ， あ る い は ビル の よ う に

一年中を通 して 継続 して 用 い る必要がある と考え

られ た 。

N 総合考察

　家屋内か ら検出 された ダニ 類 は，季節，家屋の

種類 ， 家の 周辺環境， 部屋の 使用 目的 ， 床材や素

材な ど に よ る影響 を受け て 増減 し た り，ある い は

ダニ 類の種類組成が変化す る と報告さ れ て き た （大

島，1975 ；Lang ＆ Mulla，1977　a，　b，ユ978　a，　b ； 宮

本 ・大 内，
1976 ；Dusbabeck

，
1979；大海，

1980；

Arlian　et 　aL ，1982；荒川 ら ，
1984 ；

一
瀬 ・松 円，

1984；吉川 ら ， 1984， 1989；Allen　et　aL ，1988）。し

か し，家屋内生息性 ダニ 類とはど の ダニ を示す の

か に つ い て，あ る い は家屋 内生息性 ダ ニ 類 に 共通

す る 生 息要因と は何か に 関 して は ，
ふ れ られ て こ

な か っ た 。 そ こ で 本研究で は ， 家屋内あ る い は ヒ

トが 使用 す る バ ス を含め て
， 多種類 の 場所 で の ダ

ニ 類の 種類組成 と構成比率 を調査 した 。 そ れ ら の

場所で 頻繁 に 検出さ れ ，構成比率が高 い ダニ 類を

選び出す と，チ リダニ 科，イ エ ササ ラ ダ ニ 科 ，
ホ

コ リダニ 科，コ ナ ダニ 科，ツ メ ダニ 科の ダニ 類で

あっ た 。 国内で は こ れ ら の ダ ニ 類が家屋内生息性

ダニ 類 と考え ら れ た 。 こ の 5 科 の う ちか ら ヒ トに

被害 をお よ ぼ した り， 被害 をお よ ぼ す との 疑 い の

あ っ た 3 科 の ダ ニ 類，す な わ ち ， チ リダニ 科 ，
コ

ナ ダ ニ 科，ツ メ ダ ニ 科 に 焦点 を しぼ っ て ，既報告

も参 照 しな が ら共通 す る 生 息要 因 を検 討 した

〔佐々 ， 1965， 1970 ； 青 木 ， 1966 ； Tovey　 et

al、，1981 ；占川 ・大 野 ，
1985 ；Wahn 　e亡al．

，
1988）。

共通す る生息要因は
，   潜入 で き る場所が あ る こ

と ，   食性 を満た した餌が あ る こ と，  適当な 温

湿度が あ る こ と
，

の 3点 で
， 家屋 内で こ れ らの 3

要因 が 揃 うと家屋 内生息性 ダニ 類の 数が多 くな る

こ と が 判明 した 。 こ の 3要因 は，Wharton（1976）

が チ リダニ 科 の 飼育に必要な もの と して ， contain −

er，　retainer ，　substrate ，　food，　favorable　temperature

and 　humidityをあ げ て い る の と，は か らずも
一致

し た。す な わ ち ， 家屋 （c。ntainer ）， 居位者．（retainer ），

潜入 で きる場所 （substrate ），食性を満た す餌 （food），

適当な 温湿度 （favorable　temperature＆ humidity）

で ある 。

　畳 ， 絨毯 ， 床板 （溝があ る も の ），布団 ， 布製椅

子 （バ ス の 座席），
ビニ

ー
ル 製椅子表面で の ダニ 類

の 種類組成を比 べ る と，ビニ ー
ル 製椅子 の み で ダ

ニ 数が有意 に 少な く
， ま た ， 内部 の ダニ 数 も ゼ ロ

で あ っ た。ビ ニ
ー

ル 製椅子 と他の 場所 と の相違点

は ，ダ ニ 類が 潜入 で き るか否か で ， 床板 と床板の

間の 塵 も含め て
，

ビニ
ー

ル製椅子以外に は
，

こ の

要因が備わ っ て い た こ とに なる。

　 ダニ 類の 生息 に と っ て潜入 で き る場所 が必要な

理 由と し て，次の 3 項 目が考え ら れ る。  清掃時

の電気掃除機や雑 巾な どの 吸引 ・除去か ら逃れ ら

れ る 。 す な わ ち， ダニ 類の 体は小 さく， 羽 が な く

移動性 に 乏 し く，人間が 居 住す る家屋 内 で 生 息 す

る た め に は，ヒ トの 手が 届 き に く い 場所 で な けれ

ば な らな い 。  環境の 激 し い 変化か ら逃れ られ る。

家屋 内生息性 ダ ニ 類は冬期 で も活動 して お り （表

4 ；森谷，1985；吉川 ，
1988c），ハ ダニ 類の よ う

な 越冬は しな い （Kranz，1978）。 従 っ て 潜入 で き

る場所があ れ ば冬期の低温 や乾燥空気の 影響 を緩

和で き る。例 え ば，畳 内部 の 温度は ，外気温が 高

い 時 に は外気温に 比 べ て 1 〜 3 ℃低 く， 外気温が

低 い 時 に は外気温 よ り 1 〜 3℃ 高 く保た れ て い る

（表33 ；
一

部 は吉川未発表〉。湿度は，畳内部の 含

水量 か ら決ま るが ， 含水量 9．2〜9．8％の畳 を温度

20℃湿 度60％ R．H ．下 に 置 く と平衡 に 達す る の に 6

日間以上か か り，含水量 は8．0％ に なる （建材試験

セ ン タ
ー

，
1982 ）。 チ リダニ 科ヤケ ヒ ョ ウ ヒ ダニ の

臨界平衡湿度 は 25℃ で 73％ R，H ，で あ る が ，25℃

61％ R ．H．に 置 くと幼虫死亡 率が高 く な る （Arlian
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＆ Wharton，1974 ；松本 ら，1986）。こ の よう に 潜

入 で きる場所 は急激な環境の 変化か らダニ が逃れ

る こ とを可能に す る 。   家屋内生息性 ダニ 類 は背

光性 の 種類が多 く ， 昼間よ り も夜間 に 多く採取 で

き る傾 向が あ り， 潜人 で き る場所 は背光性の 習性

を助け る （BrQnswijk＆ Sinha， 1971 ；1（ranz ，
1978

；高岡 ，
1986）。

　潜入 で き る場所が あ っ て も餌が な けれ ば生息で

きな い こ とは
， 未使用の 絨毯や未使用の 羽毛布団

表面で の ダ ニ 数が少 な く，

一
方 ，

ヒ トが使用 した

絨毯や羽 毛布団表面 の ダニ 数が多か っ た こ と を比

べ れ ば明白で あ る 。 家屋内生息性 ダニ 類は，同一

種類で は ， 幼虫 ， 若虫 ， 成虫の い ずれ も同 じ食性

で あ り，しか もど の stage も移動性 に乏 しく，そ れ

故 に 生 息場所 と餌の一
体性は 昆 虫以上に 必 要で あ

る 。 従 っ て，潜入で き る床材や素材 に 加え
， 餌 も

十分存在す る必要が ある。

　同 じ畳で も新 しい 畳 と古 い 畳 で は ダニ 類 の 種類

組成が異な っ て い た （表 3
，

4
，

5 ）。 人が使用 し

始め るとチ リダニ 科の ダニ 数が 増加 し ， 使用期間

が短 い とチ リダニ 科は 少な く な り，ツ メ ダ ニ 科 ，

コ ナダ ニ 科が多 くな っ た 。 チ リダニ 科 の ダニ 類が

人 の フ ケ
・ア カ ・真菌 な ど塵 中の細 か い 有機成分

を摂食す るの に対 し，
コ ナ ダニ 科 ば食菌性が 著 し

く
， 大気や食品由来 の 多種 の 真菌類を主と し て 摂

食 し，また あらゆ る食品を食害す る （Whinton ＆

Bates，1960 ；Bronswijk＆ Sinha， 1971）。新 し い

畳 は水分量 が 高 く （藤戸，1970），新 し い畳表面や

内部 に真菌が繁殖 し，
コ ナ ダニ 科 は こ の 真菌を摂

食 し
，

さ ら に畳 ワ ラ も食品同様 に 摂食 して い る 可

能性が高 い
。

一
方ツ メ ダニ 科 は捕食性で ，チ リダ

ニ 科， コ ナダ ニ 科，ニ ク ダニ 科 ， チ ヤタテ ム シ類

な ど を 餌 と し飼 育 さ れ て い る （中 田， 1971 ；

Wharton，1976 ； 占川 ，
1985）。新 し い 畳 で ツ メ ダ

ニ は
， 食菌性の ダ ニ や昆虫を補食 して い ると考え

ら れ る 。 また ， ツ メ ダニ 科で 構成比率の 高か っ た

ク ワ ガ タ ツ メ ダニ は （表 6
，
20

，
25）， 臨界平衡湿

度が75 − 85％ R ．H ．で チ リダ ニ 科 ヒ ョ ウ ヒ ダニ 属よ

り も高 い （図 12 ；Wharton ＆ Richards， 1978 ；

Schmidt， 1979）。こ れ ら食性と湿度環境との 関係で ，

新 し い 畳に は コ ナ ダ ニ 科と ツ メ ダニ 科 が 検出され

たと考え られ た 。
こ の 現象は 特に新築の ，新 しい

畳 で 顕著で あ っ た （表 3
，

6 ）。 新 しい 家屋 は 湿度

が 高 く，新 し い 畳 は水分量 が多 い た め ， 高湿度環

境を生息要因と し， 食菌性ある い は食菌性の ダ ニ ・

昆虫を捕食す る コ ナ ダニ 科や ツ メ ダニ 科 の ダニ 類

に は
， 生息 3要因 が 揃 い

， 容易 に繁殖 し た の で あ

ろ う （藤戸，1970 ；市川 ・吉川，1986）。こ れ に対

して チ リダニ 科の コ ナ ヒ ョ ウ ヒ ダニ やヤケヒ ョ ウ

ヒ ダニ は臨界平衡湿 度が ツ メ ダニ 科 の ク ワ ガタ ツ

メ ダニ や コ ナダニ 科ケナガ コ ナダニ よ り低 く，ま

た ，塵中の フ ケ ・ア カ ・真菌な どを摂食す るの で ，

人が長年使用 した古い 畳 に生息 3要因 が揃 う た め
，

古い 畳 に多く検出さ れ た と考えられ た 。

　家屋内の 床面に敷か れ た絨毯か らは ， 多種類 の

真菌が検出さ れ て い る の に （森 ら，1985），食菌性

の コ ナ ダニ 数が少な い （表 8
，

9
，
11

，
13）。絨毯

表面か ら も内部か ら も チ リダニ 科 は多く検出され

て い る の に
， 捕食性 の ツ メ ダ ニ 数 が 少な い 。 使用

中 の 絨毯 の 7 割を 占め て い る 化繊 の パ イ ル の含水

量 は 5 ％と言わ れ て お り （菊田，
1985；市川 ・吉川 ，

1986），化繊 の 絨毯が 敷か れ た 室内の 湿度 の 影響を

考慮 に 入 れ て も， 上記の ツ メ ダ ニ 科や コ ナダ ニ 科

の ダ ニ 類の 臨界平衡湿 度は満た されず ， 絨毯 の 表

面 も約95％ をチ リダ ニ 科が 構成す る こ と に な っ た

の で あろ う。一方，敷布団 で は表面温湿度が20−

30℃ ，
60〜80％ R．H、を示す こ ともあ り （Dusbabeck，

1979 ）， チ リダ ニ 科 の 構成比率 は 80〜96％と幅がみ

ら れ ，チ リダニ 科以外 の ダニ 類 に 生息可能な 条件

を与 え た の で あろう （表15
，
20）。

　 こ の よ う に ，家屋 内生息性 ダニ 類の チ リダニ 科，

ツ メ ダ ニ 科，コ ナダニ 科 の ダニ 類に と っ て
， 潜入

で きる場所が存在す る こ とは必要と され て い たが ，

さ ら に潜入 で き る 場所に 備わ っ た 餌と温湿度，特

に 湿度条件 に よ っ て ，生息 す るダニ 類 の 種 類組成

と構成比率が 左右 さ れ る と考え ら れ た 。 こ の 3要

因の う ち，家屋 内 で は い ずれ か が 一番限定要因 に

な り うるかを考察 し て み た 。

　潜入 場所 を ゼ ロ に す る こ と は不可能 で あ り， 衣

類や寝具か らも家屋 内生息性 ダニ 類 は検出され て

い る （表15，20；大島，
1971）。餌をゼ ロ に す る こ

と も不可能で ある 。 電気掃除機で 繰 り返 し餌 とな

る塵 や ダニ 類自体を吸引 ・除去 して も ， 畳 ， 絨毯 ，

布団 ， 布製椅子の 内部に もダ ニ 類 が生息 し て い る
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こ とが生息場所 と ダニ 類の 種類組成 と構成比率の

調査 や食性の 調査で 判明 して い る 。

　
一方 ，チ リダニ 科， コ ナダ ニ 科 ，

ツ メ ダニ 科の

ダニ 類の 生息可能 な温度範囲は 10〜37℃ と報告さ

れ て い る （Furumizo，
1973；Mu 皿 cuoglue

，
1988）。

家屋 内は ヒ トの 居住環境で あるか ら，
一一

年中の ほ

とんどの 期間が 10℃以下 ある い は37℃ 以上に 保た

れ る と い う こ と は あ り え な い 。

一方 ，
ヒ トが 快適

とす る湿度 は 50〜60％ RH ．と され て い る （日本薬

学会 ， 198Q｝。 家屋 内生息性 ダニ 類に つ い て の 既報

告に よ る と臨界平衡 湿度 で は一
番低 い コ ナ ヒ ョ ウ

ヒ ダニ で も ，
25℃ で 70％ R．H 、とされ，餌の 含水量

を含め た飼育可能 な 最低湿 度は20℃ で 56．5％ とさ

れ て い る （脇 ・松本，1973 ；Wharton ＆ Richards
，

1978）。 ヒ トが快適環境下で 就業で きるよ う に，ビ

ル 内の 温湿度は
一

年の ほ と ん ど の期間が
， 温 度23

〜26℃ ， 湿度55％ R ．H 、以 ドに 保た れ て い る （図13）。

ビ ル 内に は ダ ニ 類が潜入 で き る 場所と して の 絨毯

もあ り， また建 築後 5 年以上 経た 場合 は床面の 塵

量 は 一一般家屋 の 絨毯 よ り や や 少な い 程度 で あ っ た

（表 9，27）。しか しビル 内の 絨毯 lm2当た り の 平

均ダ ニ 数は ZO，5匹で，一般家屋 内の 床板の ダニ 数

47，7匹よ りも少な く
，

ビニ ー
ル 製椅子15．5匹よ りも

やや 多い 。さ らに ，ビ ル 内で は，潜入 で き る はず

の 絨毯の ダ ニ 数 （20．　5匹／me ）は ， 潜入 で き な い

PVC タイル 表面の ダ ニ 数4．9匹／m2 と の 間 に 有意 な

差は み られ ず （表23，27），
こ れは絨毯 の 内部 まで

空調の 影響がゆ き とど い た た め と考え られ た。

家屋 内生息性 ダニ 類 の チ リダ ニ 科 と コ ナ ダニ 科 は
，

臨界平衡湿度以下の湿度に 置 か れ る と ，

一
旦 は 体

内水分 を空気 に放出す るが ， 空 気湿度が臨界平衡

湿度以上 に な ると空気中か ら水分を吸収 し
， 体内

水分を平衡 に保 と うとす る。また，ツ メ ダニ 科 は

臨界平衡湿度以下の 湿度で は
， 盛 ん に 捕食活動 を

繰 り返 す （Wharton ＆ Richards
，
1978 ；KnuU ，1984）。

しか し就業時間終 了後に 温湿度制御装置が止め ら

れ
， 仮 に短時間 ， 臨界平衡湿度以上 の 湿度に な っ

たと し て も，あ る い は盛ん に 捕食 して 経口 的に 口

か ら水分 を補 っ て も ，

一
年 の ほとん ど の 期間の 湿

度 を平均 で 55％ R 、H ．以下 に保 た れ て い る 場所 で

は
， 体内水分 を平衡 に 保 つ こ と は難 し く ， 脱水状

態で 死 滅 したた め ，
一

般家屋 に 比 べ て 著 し く ダニ

数が減少 した と考え られ た 。

　 以一ヒの こ とか ら， ヒ トが居住す る家屋内で は ，

生息に 必要な 3要因の うち ，特 に 湿度が ダニ 類 の

種類組成と構成比率 を左右す る限 定要因 に な る と

考え ら れ た 。 チ リダ ニ 科 コ ナ ヒ ョ ウ ヒ ダニ と ヤケ

ヒ ョ ウ ヒ ダニ の 飼育 で は container
，
　retainer

，
　subs −

trate，　food，　favorable　temperature　and 　humidityを い

ず れ も同価 値 的 に 必 要 と し た と い う Wharton

（1976）の 報告 とは少 し相違 が み られた 。

　 次に家屋内生息性 ダニ 類の生息 に必要な 3 要因

をゼ ロ に するか，ある い は減 少させ るような方法

を用い て 駆除を試み た の で ，ダニ 類 に よ る被害と

あわ せ て 考察す る。

　チ リダ ニ 科 ヒ ョ ウ ヒ ダニ 属の ダニ 類は
，

ヒ トに

ア レ ル ギ
ー
性喘息 ， 鼻炎 ， 眼ア レ ル ギー

， ア トピー

性皮疹な どを発症す る と報告さ れ て い る 。しか も

チ リダニ 類 を死滅 させ て も被害を防止 した こ と に

は な らず ， 生存虫 ， 死 虫 ， 糞の す べ て に ア レ ル ゲ

ン性が強く，除去 し な け れ ば被害を防止で き な い 。

ダニ ア レル ゲ ン に 過敏な人が ダニ の 生存虫，死 虫，

糞 な ど を吸入 し た り接触 し た りす る と
， 血 中の

IgE 抗体が 多 く な り，ア レ ル ギー反応 を誘発す る

か ら で あ る （Voorhorst　et　al．，1964 ； Tovey　et　aL ，

1981；Platts−Mills＆ Chapman，
1987）。チ リダニ

科ダニ 類の 駆除法 と ツ メ ダニ 科 や コ ナダ ニ 科 ダニ

類の 駆除法と の 大 きな違 い は こ の 点で ある 。 従 っ

て ，チ リダニ 類 に は加熱処 理法 や 殺虫剤処理法は

死虫が残る た め適せ ず ， 防虫紙処理 ， 吸引 ・除去 ，

洗 浄 ・
除 去 ， 除湿機 など の 有効 な利用で 効果が み

ら れ た 。

　防虫紙処理 は潜入 で き る場所 と餌 を な く して
，

チ リダ ニ 数を減少 させ た 。 防虫紙 で 床材 を覆 う場

合 （表39
， タ イプ皿）は問題 が な い が

， 防虫紙の

上 に花 ゴ ザをか け る場合 に は ， 畳 表面 の い 草だ け

でも ， 多数の ダニ 類が生息で き る こ とが判明 して

お り （図 3 ）， 花 ゴ ザ の 管理 が欠か せ な い
。 チ リダ

ニ 類 は
一
年中，生存虫が床材表面や家具 ・寝具表

面か ら検出 され る （吉川 ，
1988c）。

一
年中床材表

面に 防虫紙を敷 く こ と は生活上 に不便を伴 う の で
，

防虫紙表面施工 の 効果の理 由と な っ て い る 「潜入

で きる場所をな くす こ と」 と 「餌を少な く す る こ と」

を活用 し，溝 の な い 板間 に す る こ と に よ り 同様な
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効果 が み られ る （吉川 ら，
1989）。チ リダニ 類 に対

し過敏な人に は 溝の な い板間が望ま しい と の 報告

　（吉川，1986b）を うけて ，住宅公団で は
， 東京都

練馬区光 が丘団地 の 建設 で
，

3 年前か ら約70mZ の

住宅に和室 を 1 室 だ け に限定 し，他 は す べ て 溝の

な い 板間 に して い る （住宅公 団募集要項 ， 1987）。

潜入 で き る 場所 をなく し，防虫紙表面施工 や ビニ ー

ル製椅子 と 同 じ条件 に したと言え る 。

　 電 気掃除機 を用 い て 床表面 の 吸引 ・除去を繰 り

返すと，表面の チ リダニ 数は減少 し （表41
，

図38），

特に 絨毯 で の 減 少が著 しか っ た 。 しか し，占い 畳

や絨毯 の 内部に 生息す るチ リダニ 数 は表面の 10〜

10，000倍で あ り，吸引 ・除去を繰 り返 さ な け れ ば

な らな い と思 われ た 。 また本調査 の 結果と同様に

吸引 ・除去 に よ り緘毯 の チ リダニ 数を減少させた

と い う報告もある一一方 ， 効果 は み られな か っ た と

の 報告 もあ り，内部 に生息 し て い る ダニ 数が，い

か に表面 の ダニ 数 に影響 して い るかが推測 された

（Blum ，
1987 ；Wasserner，1988 ；Rheinnalle，1988）．

　洗浄法は，薄手の 布地に有効 で あ っ た （表42，43＞。

しか し， 毛布の よ うな厚手 の 布地で は減少率 が低

い との 報告は，絨毯を水 で 洗浄す る ラ グ シ ャ ン パ ー

法で は ダニ 類 の 減 少率が低か っ た こ とと一致す る

（表le
，
12 ；EH中 ・吉田 ，

1987）。丸洗 い 法 で 布団

を洗浄 し て もチ リダニ 数 の 減少率 は 高 くな い が，

チ リダ ニ 数の 生存虫 ・死虫 ・糞 を含め た ダニ ア レ

ル ゲ ン 量 は ユ／100〜1／5に減少 し
， 厚手 の 絨毯，布団，

毛布な どに対 して ， 洗浄法は ア レ ル ゲ ン 量 の 減少

に は有効 と推測 され た （吉川 ら ，
1989；吉川，1990）。

　除湿機 は留守中 の 密閉家屋で 使用す れ ば有効 で

あ る が，居住家屋 で は 効果をあ げ に く い と考え ら

れ た 。ヒ トが居住 し て い る と生活上 で 発生す る水

蒸気量が大き く室内湿度 に 影響す る か ら で あ ろ う 。

例 え ば
， 冬期に加湿機 を用い る と翌年の 夏 ， 気温

が上昇 し て か ら の ダニ 類の異常発生 を導きやす い

と い う報告 もあ る （吉円 ，
1985 ；吉川 ら，1989）。

ちな み に 加湿機 の 出す水蒸気量は 500g／h で あ る．

室 内に 1kg の 洗濯物 を干す と 100 〜300g／h の 水蒸

気量 が室内に放出され，さ ら に，炊事500〜1
，000g／h，

暖房器具 500〜1，000g／h， 開放浴槽 500〜1，000g／h

が 放出され る （保田 ， 1987）。 す な わ ち ， 日常生活

上 で放出 さ れ る 水蒸気量 は加湿機 を使用 し て い る

一 34 ．

の と 同程度 の 水蒸気量 と言え
，

こ の 水蒸気量 を 1

室 1台の 除湿機 で は除去 し きれず，む し ろ，窓を

開け て空気 を入 れ替え た方が有効 と思われ る 。 実

際，コ ン トロ
ー

ル と し て 調 べ た 同一’家屋 の 同…床

材で ，除湿機を設置 しなか っ た部屋 の ダニ 数 は，

チ リダニ 数も総ダニ 数も減少 して い た （表45〕。

　窓 を閉め切 る と室 内湿度 が 5 〜20％上昇す る と

の 報告が あ る （平山 ・小木曽，1974）。

「生息場所

に よ る ダニ 類の 種類組成 お よ び構成比率」 の 項 で
，

一年中，毎 日勤め な ど の た め に家 を閉め切 る とダ

ニ 数 が多 くなる結果 に な っ たが （表 2 ），こ れは室

内湿度の 影響 を受 け た ため と考え られ た。生活上

の 水蒸 気 が室 内に 閉 じ込 め ら れ， こ れ ら を吸湿性

の 床材や素材が 吸湿 す る か ら， そ れ らの 表面 や内

部の ダニ 数 は多 く な る の で あ ろ う 。
こ の 水蒸気量

は 1室 に 1台の 除湿機を設置 し た程度 で は 除去 で

きな い程の量 と い え よう 。 逆に， 1 日 10時間以上

窓を開け放す と，10時間以下 の 家 よ りも絨毯表面

の ダニ 数 は少な か っ た と い う報告 （中村，1986）

もあ り，生活上 の 水蒸気は外気湿度の 低い場合に

は 空 気の 入 れ替え で 除去 した方 が 有効 と思 われ ，

本研究 の 除湿機調査の 結果ど
・
致 した 。

　殺虫剤散布も加熱乾燥処理 もチ リダニ 科 の 防除

に は不向き と考え られ る が
， 予防法と して 用 い た

ピ リダ フ ェ ン チ オ ン は
， 今後 ， 別 の 形 で 使用 で き

る可能性 を示 し た （表37）。 すな わち ， 5月に畳の

裏面 に散布す る と
，

3 カ 月後の 表面 チ リダニ 数 が

約半分 にな っ た。 こ の 薬剤は独特 の 臭気が あ り，

畳の 裏面に 散布 し た の で 苦情 は出な か っ た が
，

こ

の ガ ス が 畳 ワ ラ 内部 に 浸透 し， 表面 の ダ ニ 類 は畳

か ら逃 げ出 したと考え ら れ た 。 ツ メ ダ ニ 刺咬症 の

発生 し た畳の 裏面 に
， ナ フ タ リ ン 粉末を ま くと，

2 週 間後 に 表面 の ツ メ ダ ニ 数が 著 し く少な くな る

の と同 じ埋由と考え られ る （市川 ・吉川，1986）。

表面に 出て きたチ リダニ 類を繰 り返 し電気掃除機

で 除去す れ ば，内部 の チ リダニ 数 を減らす こ とが

で き る 。 将来開発 され る で あろ う家庭用殺 ダニ 剤

は忌避剤に替わ る可能性を示 して い た。

　ツ メ ダニ 科 と コ ナ ダニ 科 ダニ 類 は チ リダニ 科 と

異な り，生存中の み が 人に 被害を起 こ し，死滅 さ

せ れ ば被害は な くな る 、， ツ メ ダニ 科 も コ ナ ダニ 科

も床材や 素材表面 で は チ リダ ニ 科ほ ど の 高い 構成
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比率 を示 して お ら ず，こ の ダニ 類が ア レ ル ギー性

疾患 の 原因ア レ ル ゲ ン に な っ て い る と い う報告は

極め て少な い （Blainey　et　aZ ，1988）。ツ メ ダニ 科と

コ ナダ ニ 科 の被害は，国内で は食 品よ りも畳で の

被害が 多 い
。 ツ メ ダニ 科 の ク ワ ガ タ ツ メ ダ ニ や

σ加  π ゆ廊 sp．は建築 5 年未満 ， 特に 建築後 2 〜

3 年目の集合住宅 で
，

コ ナ ダニ 科 の ケナガ コ ナ ダ

ニ は建築後 1年未満 の 家屋で の 被害が多い （水谷，

1982 ；吉川 ・大野，1985 ；吉川 ，1987）。

　 1968年頃か ら，コ ナダ ニ 類が 畳 か ら異常発生 し，

居住者に不快感を与 え ， 新築の 集合住宅で は問題

に な っ て い た （佐 々 ，1970 ；藤戸 ，
1970）。最近 は

こ の 現象が少な くな っ て い るが （名古屋市，1985
，

1986
，
1987

，
1988 ），こ れ は 町 の 畳 工事店が加熱乾

燥装置を設置 し始め た た め と思 わ れ る。 コ ナ ダニ

科 ケナ ガ コ ナ ダ ニ は熱に 弱 く，50℃ に 10分間曝露

す る と
， 死 亡率100％と な っ た （図 33）。 ケ ナガ コ

ナ ダニ が 熱 に 弱 い こ と は 占くか ら報告 され てお り

（浅沼，1950）， 本研究で 布団乾燥車を利用 して 加

熱乾燥処理 する以前に も ，
マ イク ロ 波加熱や 高周

波加熱が 有効で あ る と言 わ れ て い た （藤戸 ，
1970

；水谷，1982）。しか しマ イク ロ 波 や高周波 は設備

が大 き く価格 も高 く， 小廻 り が き か ず， 畳 工事店

で は あ ま り利用 さ れ て は い な か っ た 。 布団乾燥車

や小型加熱乾燥機 の 出現 で，ケナガ コ ナ ダニ の 異

常発生 も著 し く減少 したもの と考え ら れ る 。

　 ツ メ ダニ 類が ヒ トを刺 咬す る こ と は 本研 究 で 初

めて立証 され た （表30
， 31）。床材表面や家具 ・寝

具表面 で の ツ メ ダニ 科 ク ワ ガ タ ツ メ ダニ や Chela−

cαrOPSts　sp ．の 構成比率 は低 い の に ，地方自治体 へ の

ダニ 苦情件数 の トッ プを，ツ メ ダニ 類 に よると思

われ る刺咬被害が 占めて い る 〔Y 。 shikawa ，1980；

吉川，1985
，
1987 ；中村ら，1984；名古屋市，1985，

1986，1987，1988）。こ の 埋 出は，ツ メ ダニ 類は ヒ

トを 偶発的 に 刺すが，攻撃性が強く ， 床材表面 1m2

に 1匹以上検出され ると刺咬被害が 始ま り ，
5 匹

以上検出され ると家族の ほ ぼ全員が被害を受 け る

ほ ど で あ る （吉田 ら ，
1984 ）。 ツ メ ダニ 類の 駆 除 に

は本研 究で 発案の 防虫紙の 畳表面施工 法と加熱乾

燥 処理 が よく用い られ て い る 。 防虫紙施工 は チ リ

ダ ニ 類と異な り ，

一
時期 （8 〜 9 月 が多 い 〉の 施

工 だ け で 被害は終わ る の で ，安 価で 容易 な 方法 と

考え ら れ て い る 。・．方 ，

一
般家屋 で 畳を加熱乾燥

処理 す る場合は布団乾燥業者 に依頼す るの で， 1

戸で の処理時間 が 限られ る 。 機内温度90− 100℃で

120分 間畳 の 中に 入 れ て ガ ラ ス ビ ン の 中の Chelacar−

OPsis　sp ．を加熱乾燥す ると死 ぬ 。 120分間加熱後の

畳 の 含水量の 減少率 は 2 〜 3 ％ で あ る 。 従 っ て ，

畳 内部 の ツ メ ダニ 類 の 卵が死な な く と も ，
ワ ラ床

が乾燥す る こ とか ら，卵 が孵化 して も幼虫は生育

しに くく ，
．再度の 被害発生 は少な い 、湿度61％ R．

II．で ヤケ ヒ ョ ウ ヒ ダニ の 幼虫死 亡率が高 い と の 報

告か らも推測 で き る （松本 ら，1986）。しか し家屋

が川や 海の 近 く に あ っ た り， 湿地 の 埋立地に 建設

され て い る 場合 に は
， 周辺空気の 湿度が 高く ， 畳

の 加熱処理後 ， 畳 は 急激 に水分を吸収す る 。 湿度

85％ RH 、下 に 乾燥畳を置 くと ，
2 ％の含水量 を得

る の に要す る目数 は約 2 凵間で あ る （建材試験 セ

ン ター，1982）。ク ワガタツメダニ は27℃ 73％ R．H．

で 卵か ら孵化す るま で に 1 〜 3 日で ある （中田，

1971）。
こ の ような 湿度 の 高 い 地域で は，時に，加

熱乾燥処理後 も ツ メ ダニ 被害 の 再発生が認め られ

た 。 そ こ で畳 ワ ラ床製造業者 （畳工 事店 に ワ ラ床

納入 す る大手 の 畳業者）に ，畳80〜160枚 を一度に

加熱処 理 で き る大型加熱乾燥機 を導入 して も ら い

畳 の 中心部が 62− 65℃ に な っ て か ら 3 時間加熱 さ

せ，ChelacarOPsis　sp ，の 卵が 死滅す る こ とを確認 し

た （吉川，未発表）。

　1979年 に ク ワ ガ タ ツ メ ダニ や ChelacarOPsis　sp ．の

刺咬 に よ る と 思 わ れ た 被害 を初 め て 報告 し た と き

か ら加熱乾燥に よ る殺 ダニ 法を提言 し続 けた。そ

の ためか ツ メ ダ ニ 類 の 被害 は 1986年以降， 横 ば い

の状態 に保 た れ て い る （名
』
占屋市 ，

1986
，
1987

，
1988＞。

畳 ワ ラ床製造業者 の 多 くが大型加熱乾燥機 を設置

すれ ば，国内で しか み られ な い ツ メ ダニ 刺咬被害

も コ ナ ダニ 科の 異常発生もな くな る と思わ れ る。
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